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南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る

確
率
は
70
～
80
％
！

　
今
後
30
年
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
は
な
ん
と
約
70
～
80
％
！
地

震
へ
の
備
え
は
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
田
原
本
町
は
震
度
6
強
に

見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
震
度
6
強
は
人
が
飛
ば
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
強
い
揺
れ
で
、
耐
震
性
の

低
い
木
造
建
物
は
傾
い
た
り
倒
れ
る
も
の

が
多
く
な
り
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
は

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
海
溝
沿
い
で
発

生
す
る
海
溝
型
地
震
で
、
約
1
0
0
～

1
5
0
年
間
隔
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
前
回
は
1
9
4
4
年
（
昭
和
東
南
海
地

震
）
と
1
9
4
6
年
（
昭
和
南
海
地
震
）

に
発
生
し
ま
し
た
。
発
生
か
ら
70
年
以
上

が
経
過
し
た
現
在
、
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
地
震
で
も

震
度
６
強
の
可
能
性
が
！

　
地
震
に
は
活
断
層
と
呼
ば
れ
る
地
面
の

裂
け
目
が
動
い
て
起
こ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
内
陸
型
地
震
と
呼
ば
れ
、
陸

地
の
直
下
で
起
こ
り
ま
す
。

　
奈
良
県
に
は
、
奈
良
盆
地
東
縁
断
層
な

ど
地
震
を
引
き
起
こ
す
断
層
が
複
数
あ
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
同
様
に
田
原
本
町
で
も

震
度
6
強
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
対
策
を
講
じ
、
被
害
を
最
小
に

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
よ
く
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

9 月 1日は防災の日
　1923 年に関東大震災が発生した日で
あることから、9 月 1 日が防災の日と定
められました。この機会に、町内におけ
る地震の危険性やその対策などについて
みていきましょう。
問　防災課安全防災係☎ 34-2059

地地震震 かからら身を守身を守るるためにために

奈良県提供

新潟中越地震により倒壊した家屋　出典：「首都大学東京 土質研究室」（地震調査研究推進本部）
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特集 地震から身を守るために

自宅の耐震性能を高めよう　
　地震への対策で最も有効なのは、
住まいの耐震性能を高めることで
す。古い木造住宅は特に注意が必
要です。日々住宅をメンテナンス
し、必要に応じて耐震診断・耐震
改修を行い、住宅の耐震性能を高
めましょう。町では、住宅の安全
性を高めるための支援制度を行っ
ています。

住宅の耐震化

倒れやすい家具を固定しよう
　地震による負傷原因の 30 ～
50％は家具類の転倒・落下です。
タンスや本棚などの大型家具は、
背が高く奥行が短いほど地震時に
倒れやすくなります。重量がある
ため、倒れた家具の下敷きとなっ
てしまったら大変です。転倒防止
金具などを利用してしっかりと固
定し、配置などを工夫しましょう。

家具類の対応

家族会議を開こう
　地震から家族の命と財産を守る
ためには、家族全員が防災に真剣
に向き合い、協力しあうことが必
要です。家族会議を開き、非常持
ち出し品や備蓄品の確認、指定避
難所、避難経路の確認などを行い
ましょう。そして被災した場合の
集合場所や連絡手段も決めておき
ましょう。

家族で備える

地震に備えて01

　災害時には噂やデマなど不確実な情報が出回りやす
くなります。町や県、テレビやラジオ、災害情報アプ
リなどが発表する正しい情報を集めましょう。 
防災無線・災害電話サービスの活用
　屋外スピーカーから防災情報を皆さんに伝達します。
放送が聞こえたら内容に耳を傾けてください。
放送を聞き逃した場合や再度聞きたい場合
　防災無線フリーダイヤル（ 0120-32-6201）に
おかけください。
無線の内容を固定電話で聞きたい場合
　聞き取りにくい人や聴覚障がいがある人でも確認し
やすいよう、無線の内容を固定電話などに伝達する
サービスがあります。利用には事前登録が必要ですの
で、利用したい人は防災課（☎ 34-2059）へ連絡し
てください。
防災情報を LINE でお知らせ
　田原本町公式 LINE で気象・地
震・台風・避難情報などの防災情
報や防犯情報を配信します。
　右の QR コードを読み取って、
田原本町公式 LINE を友達に追加
してください。

　まずは自分の身を守ることが重要です。頑丈なテー
ブルの下や家具のないスペースで転倒物や落下物から
身を守りましょう。
大きな揺れがおさまったら
◦�火元を確認し、出火した場合は火が小さいうちに消火
◦�屋内では倒れた家具や落下物、割れたガラス片など

に注意（屋外に飛び出すと、瓦や割れた窓ガラスな
どが落下してくる危険がある）

◦�いつでも避難できるように部屋の窓や玄関のドアを
開ける

◦�最初の大きな揺れがおさまっても、余震などに十分
注意

◦�家屋が倒壊する恐れがあったり、大規模火災が迫っ
たりした場合などには、すぐに指定された避難所な
どへ避難

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

LINE 友達追加は
こちらから

身の安全の確保 正確な情報収集

地震が発生！そのときどうする！？02
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せ
て
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
と
め
て
行
う
こ
と
で
費
用
や
手
間

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
耐
震
性
の
高
い
住
宅
や
耐
震
補

強
を
行
っ
た
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
水
漏
れ

や
シ
ロ
ア
リ
被
害
な
ど
に
よ
り
構
造
材
が

劣
化
し
、
耐
震
性
が
低
く
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
え
て
、
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
家

具
の
転
倒
な
ど
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

人
、
大
け
が
を
さ
れ
た
人
も
多
く
お
ら
れ

ま
す
。
住
宅
の
耐
震
化
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
最
低
限
、
寝
室
と
玄
関
だ
け
で
も
家

具
留
め
を
し
て
、
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

住
宅
の
耐
震
化
を
検
討
し
て
い
る
人
に

一
言

　
戦
後
最
大
と
言
わ
れ
る
大
地
震
に
よ
り
、

建
物
が
倒
壊
し
て
多
く
の
人
が
亡
く
な
ら

れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
27
年
。
そ

の
後
も
大
地
震
が
頻
発
し
、
悲
劇
は
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
活
動
期
で
あ
る
現
在
、
大
地
震

は
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。
備
え
の
第
一
歩
と
し
て
、
耐

震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

た
め
、
2
0
0
0
年
６
月
に
更
に
厳
し
い

耐
震
基
準
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
L
S
O
で
は
2
0
0
0
年
６
月

ま
で
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
住
ん
で

い
る
人
へ
、
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て

　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
壁
や
筋
交
い
、
補

強
金
具
な
ど
の
追
加
や
屋
根
の
軽
量
化
な

ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。
そ
の
実
施
に
向
け

て
は
、
住
宅
の
状
況
把
握
が
ま
ず
必
要
で

す
。
耐
震
診
断
を
行
う
こ
と
で
、
ご
自
身

の
家
の
耐
震
性
の
高
さ
や
、
ど
の
部
分
へ

の
補
強
が
必
要
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
人
は
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
併

地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な

住
宅
の
耐
震
化

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
6
4
3
4

人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
、
圧
死
、
窒
息
死
で
し
た
。
ま

た
、
家
屋
が
倒
壊
し
て
家
か
ら
出
る
こ
と

が
で
き
ず
、
火
事
に
よ
り
焼
死
さ
れ
た
人

も
4
0
0
人
以
上
お
ら
れ
ま
し
た
。 

大
地

震
で
大
切
な
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
は
、

住
宅
の
耐
震
化
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
住
宅
の
耐
震
基
準
に
つ
い
て
も

１
９
７
８
年
の
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
に

1
9
8
1
年
６
月
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
そ
れ
以

降
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
も
被
害
を
受
け
た

　
町
で
は
、N
P
O
法
人『
人・家・街  

安
全
支
援
機
構
』（
以
下「
L
S
O
」と
い
い
ま
す
）

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。 

L
S
O
専
務
理
事
の
大

石
正
美
さ
ん
に
、
住
宅
の
耐
震
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　町には 1600 戸以上の耐震性が不十分
な住宅があると推計され、これは全住宅の
13％以上になります（令和２年時点）。
　これらの住宅の耐震性を高め、地域の地
震に対する安全性を高めるため、町では田
原本町耐震改修促進計画を策定し、住宅耐
震化の支援制度などにより安全対策を進め
ています。

住宅の耐震化に向けての町の取り組み

大石 正美さん
NPO 法人『人・家・街  安全支援機構』専務理事

住宅耐震化の手順

　建物が大地震（震度 6 強）に
どの程度耐えることができるのか
を調べます。一般診断の場合、壁
や床を壊さずに約２時間で家屋の
調査を行います。そして後日「耐
震診断報告書」に基づき、建築士
が家の状況を報告します。

耐震診断01
STEP

　耐震診断で倒壊する可能性があ
ると判断された場合は、倒壊しな
いためにどのように耐震補強を行
うのか、設計します。

補強設計02
STEP

　補強設計に従って、耐震補強工
事を行います。

耐震補強工事03
STEP

住
宅
の
耐
震
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
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町
で
は
地
域
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性

を
高
め
る
た
め
、
特
に
耐
震
性
の
低
い
と

さ
れ
る
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
を
中
心
に
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
工
事
な
ど
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

制
度
や
必
要
書
類
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

町
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
契
約
前
に
必
要

書
類
を
添
え
て
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

募
集
件
数

　
募
集
件
数
は
令
和
４
年
７
月
31
日
時
点

の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
申
請

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ま
ち
づ
く
り
建
設

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
各
制
度
に
お
い
て
、
工
事
な
ど
は
令
和

５
年
１
月
27
日
㈮
ま
で
に
終
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 住

宅
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
支
援
制
度

支援制度 制度概要 対象種類 補助額 募集件数

木造住宅の無料
耐震診断

町が委託する耐震診断
員を派遣して、耐震診
断を実施。
また、その結果の説明
と改善方法を提案

町内にある昭和 56 年
5 月 31 日以前に着工
の木造住宅（注１・２）

全額
※�申請者の支払い

なし　　
6 件

住宅精密耐震診
断費補助

住宅の精密耐震診断に
対し、補助金を交付

町内にある一戸建て住
宅（注２）（非木造住
宅も対象）

診断費用の 2/3 の
額（1,000 円未満
切り捨て）
※上限 86,000 円

2 件

木造住宅の耐震
改修工事費補助

耐震診断により耐震性
が低いと判断された住
宅の耐震性を規定の値
まで引き上げる耐震改
修工事に対し、補助金
を交付

町内にある昭和 56 年
5 月 31 日以前に着工
の木造住宅（注１・２）
で、耐震診断（注３）
の結果、診断結果が 1.0
未満のもの

耐震改修工事費の
4/5 の額（1,000
円未満切り捨て）
※上限 100 万円

3 件

耐震シェルター
設置工事補助

町内にある住宅に耐震
シェルターを設置する
工事に対し、補助金を
交付

町内にある昭和 56 年
5 月 31 日以前に着工
の木造住宅（注１・２）
で、耐震診断（注３）
の結果、診断結果が 1.0
未満のもの

工事費の 1/2 の額
（1,000 円未満切
り捨て）
※上限 20 万円

2 件

ブロック塀など
の撤去費補助

安全性が確認できない
ブロック塀などの撤去
工事に対して、補助金
を交付

道（注４）に面する
60cm 以上の高さのブ
ロック塀などで、点検
表による点検の結果、
安全性が確認できない
もの

ブロック塀などの
撤去に要する経費
の 1/2 の額（1m
当たり 5000 円を
上限）
※上限 10 万円

8 件

注１：�木造以外の構造が混在している住宅、昭和 56年６月 1日以降に増築された住宅や特殊な工法の住宅などは、
対象外になることがあります。

注２：店舗などの用途を兼ねる場合は、その部分が延べ床面積の 1/2 未満のものが対象です。
注３：町が実施する耐震診断またはそれと同等以上の効力を有する耐震診断が対象です。
注４：国道・県道・町道と町教育委員会が定める通園・通学のための道が対象です。

問
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
都
市
計
画
・
大
和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
係
☎
34
・
２
０
８
５

町ホームページ

特集 地震から身を守るために


